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第３回福祉用具専門相談員研究大会 開催報告

「福祉用具の未来につながる専門性の追求～PDCAサイクルの推進は福祉用具の適合が鍵～」

令和４年６月１６日（木）、天候にも恵まれ第３回福祉用具専門相談員研究大会を開催いた

しました。

開催に向けて、計画と準備を進めている段階におきましては、新型コロナウイルス感染症
の影響は、まだまだ予断を許さない状況が続いておりましたが、研究大会開催にあたりまし
て、感染対策を行ったうえでランチョンセミナーやメーカー展示など、現地参加者の募集を
行いつつ、オンライン参加を併用しての開催となりました。結果として、現地開催のみであっ
た第１回研究大会のご参加 348 名に対して、第2回はオンライン併用開催で 912 名の方々にご参
加をいただき、第3回はこれを上回る1227名のご参加をいただき盛会のうちに終えることがで
きました。

開会にあたり、岩元大会長からは「感染対策と社会経済活動との両立を念頭に、会場での福

祉用具展示や、ランチョンセミナーなど新たな企画にも取り組んだ」とWithコロナの時代に

あった研究大会へ発展させていくことについて挨拶がありました。

そして、来賓を代表して厚生労働省老健局高齢者支援課長の須藤明彦様よりご祝辞を賜

りました。

続く特別講演では、上智大学総合人間学部社会福祉学科教授であり元厚生労働省老健局

振興課長の香取照幸様より「制度設計者が語る、2040年の介護～」」をテーマにご講演いただ

き、持続可能な社会保障制度の在り方という大きな視点から福祉用具専門相談員の専門性

向上の必要性について分かりやすくお教えいただきました。

午後からは３つの会場に分かれて口述発表がそれぞれ実施されました。

第一会場ではテーマ２「福祉用具安全利用に向けた取り組み」を東畠弘子座長（国際医療福

祉大学大学院福祉工学分野教授）にお務めいただき７演題の発表が行われ、その後、テーマ１

「PDCAサイクルの推進」を河口青児座長（福岡医健・スポーツ専門学校副校長・元厚生労働

省老健局振興課福祉用具・住宅改修指導官）にお務めいただき７演題の発表が行われました

。

第二会場では、テーマ３「福祉用具メーカーとの取り組み」を内田正剛氏（熊本詫麻台リハビ
リテーション病院地域づくりセンターセンター長）にお勤めいただき６演題の発表が行われ、テ
ーマ４「地域、多職種連携、事業所の取り組み」では田中紘太氏（株式会社マロー・サウンズ・
カンパニー）にお勤めいただき８演題の発表が行われました。

第三会場では、テーマ５「経験３年未満相談員の福祉用具導入事例」を木村太郎氏（株式会社
トーカイ）と湯脇稔氏（株式会社カクイックスウィング）が共同で務め８演題の発表が行われま
した。その後、当協会及び全国福祉用具専門相談員協会が過去に実施した老健事業の報告を実施
しました。

全ての演題発表が終了した後、第一会場においてシンポジウムが開催され、６名の座長がシ

ンポジストを、コーディネーターを小野木孝二副大会長が務めました。シンポジウムでは、そ

れぞれ担当された演題発表の総括に始まり、第４回大会に向けた提言やエールをいただきま

した。

最後に閉会式では、第４回大会の大会長を務める小野木副大会長が、第３回大会が無事終了

したことに対する御礼と、第４回大会の予告及び抱負を述べて第３回福祉用具専門相談員

研究大会は幕を閉じました。



【開会式】 11:00～11:40
（第一会場）

開会挨拶 岩元 文雄大会長

来賓挨拶 厚生労働省老健局高齢者支援課長 須藤 明彦 様

【特別講演】 11:40～12:20
（第一会場）

講師 上智大学総合人間学部社会福祉学科教授 香取 照幸 様
演題 「制度設計者が語る、２０４０年の社会保障」

第３回福祉用具専門相談員研究大会プログラム



【福祉用具安全利用に向けた取り組み】 13：30～14：40
（第一会場）

座長：国際医療福祉大学大学院福祉工学分野 教授 東畠 弘子 氏

【口述発表】テーマ１：ＰＤＣＡサイクルの推進 15：10～16：20
（第一会場）

座長：福岡医健・スポーツ専門学校 副校長 河口 青児 氏

【口述発表】テーマ３：福祉用具メーカーとの取り組み 13：20～14：50
（第二会場）

座長：熊本詫麻台リハビリテーション センター長 内田 正剛 氏

第３回福祉用具専門相談員研究大会プログラム



第２回福祉用具専門相談員研究大会プログラム

【口述発表】テーマ４：地域、多職種連携、事業所の取り組み 13：20～14：30
（第二会場）

座長：株式会社マロー・サウンズ・カンパニー 代表取締役 田中 紘太 氏

【事業報告】 老健事業報告 15：10～16：10
（第三会場）

報告者：一般社団法人日本福祉用具供給協会
一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会
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【口述発表】テーマ５：経験３年未満相談員の福祉用具導入事例 13：30～14：50
（第三会場）

座長：株式会社トーカイ 木村 太郎氏・株式会社カクイックスウィング 湯脇 稔氏



【シンポジウム】 16：40～17：20
（第一会場）

コーディネーター：小野木孝二副大会長
シンポジスト ：河口座長、東畠座長、内田座長、田中座長、木村座長、湯脇座長

【閉会式】 17：20～17：30
（第一会場）

閉会挨拶 小野木孝二副大会
長

第３回福祉用具専門相談員研究大会プログラム

【ランチョンセミナー】演題：人生の最期まで食べる幸せを支えるために 12：30～13：10
（第二会場）

講師：NPO法人 口から食べる幸せを守る会 理事長 小山 珠美氏



【参加者交流会】
老健事業報告

17：40～18：40
（第三会場）

報告者：一般社団法人日本福祉用具供給協会
一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会



【メーカー展示協賛】 11：00～18：40
（ロビー）



第3 回 福祉用具専門相談員研究大
会

発表者・演題一覧

テーマ１【PDCA サイクルの推進】 座長：河口青児 氏

No. 発表者 所属 演題（副題） 頁

1 小笠原 紀子 株式会社ヤマシタ
社内での専門職同行の試み（作業療法士とのコラボによる、より

適切な提案でのその人らしい暮らしの実現にむけて）
5

2 宮本 雄大 株式会社ヤマシタ 自立に向けたPDCAと多職種協働 5

3 舘崎 卓也 株式会社かんきょう仙台支店

PDCAサイクルの質の向上が利用者・家族の笑顔にも繋がる。
（P・D・C・Ａそれぞれのシーン毎の質を上げていくことで、利

用者・家族の生活を支える一員となる）
5

4 福田 友和 株式会社柴橋商会
福祉用具専門相談員と訪問リハ・通所リハとの連携を通じた

PDCAサイクルの実施
6

5
畠山 浩

北嶋 慎也
エイジライフ株式会社

PDCAサイクルの推進目標設定の仕方によるバーセルイン

デックス値、変化の違い
6

6 岩﨑 隆盛 株式会社カクイックスウィング
PDCAサイクルの場面別に行った福祉用具適合のための取り組

み（更なる専門性の追求に繋がる視点や気づき）
6

7 石井 周平 株式会社トーカイ 在宅復帰後の課題の変化と環境整備の対応 6

テーマ2【福祉用具安全利用に向けた取り組み】 座長：東畠 弘子 氏

No. 発表者 所属 演題（副題） 頁

1 篠村 優太朗 株式会社マルベリー
福祉用具安全利用に向けた取り組み（メンテナンス・モニタリン

グ業務から得た成果）
7

2 野元 香苗 株式会社ヤマシタ 退院前担当者会議における住宅環境情報の共有と重要性について 7

3 東條 仁 株式会社ポート・リハビリサービス
定期モニタリング時のメンテナンスの重要性（事故を未然に防ぐ

ためのメンテナンス）
7

4

大塚 洋三郎

大森 雄也

冨田 健一

株式会社ヤマシタ

歩容解析アプリ「トルト」を活用した事業所の取り組み～福祉用具貸

与事業者のフレイル予防活動・福祉用具モニタリングの質向上に

向けて～
7

5 宍戸 一馬 株式会社同仁社 福祉用具安全利用に向けた取り組み 8

6 秋 嘉徳 株式会社カクイックスウィング
福祉用具サービスにおけるオンライン活用と利用安全の促進（離

島で暮らす人々に支えられて育むＩＣＴ化の取組について）
8

7 稲嶺 秀一郎 サトウ株式会社 福祉用具安全利用に向けた取り組み 8

テーマ３【福祉用具メーカーとの連携・協働】 座長：内田 正剛 氏

No. 発表者 所属 演題（副題） 頁

1 今田 豊 パラマウントベッド株式会社
介護度別の福祉用具利用者像と福祉用具利用ニーズの研究 －特

殊寝台を中心に－
9

2 武田 和也 株式会社同仁社 福祉用具メーカーとの連携と、居宅介護支援事業所の繋がり 9

3 藪根 達哉 株式会社同仁社 コロナ禍における移動型プレゼンテーション 9

4 新井 宏昌 ケアウェル安心株式会社
介護のABC（福祉用具に関する専門的知識）

（千葉県市原市市津地区にて実施した「福祉用具啓発」に関する講演）
10

5 梅北 勇大 株式会社カクイックスウィング
床ずれ発生リスク判定法（OH スケール）を活用した床ずれ防止用

具選定根拠の見える化と、その成果
10

6 奥ノ 翔 株式会社トーカイ
800 人の定量調査から見えた歩行器（車）の利用によるADL と

QOLの変化
10



第3 回 福祉用具専門相談員研究大
会

発表者・演題一覧

テーマ４【地域、多職種連携、事業所の取り組み】 田中 紘太 氏

No. 発表者 所属 演題（副題） 頁

1 八木里那 株式会社マルベリー
都市部における福祉用具啓発活動（社会福祉法人との連携の事例

より）
11

2 勝田 由美子 一般社団法人ワイズ住環境研究所
福祉住環境整備における福祉用具専門相談員のアセスメントスキ

ルについて
11

3 小島 みさお NPO 法人日本コンチネンス協会

認知症を有する在宅要介護高齢者の紙おむつの利用にみる専門職

の意識と実態 ～福祉用具専門相談員と介護支援専門員のアン

ケート調査より～
11

4 壽浅 賢二 合同会社 彩 福祉用具貸与事業所による住宅改修の実態と意識 12

5 片山 準平 株式会社アイルズ
理学療法士として、福祉用具を通したリハビリテーションの提供

～医療、介護のプロフェッショナルたちとの連携も含めて～
12

6 竹内 裕貴 株式会社八神製作所
事業所間で連携を取りながら在宅生活再開に向けて住環境整備を

行った事例
12

7 石川 裕樹 株式会社八神製作所 電動カート導入までの多職種連携 12

8 長岡 美里 株式会社タマツ
地域包括システムにおける、チームアプローチがもたらす福祉用

具選定の質向上について
13

テーマ５【経験３年未満相談員の福祉用具導入事例】 座長：木村 太郎 氏・湯脇 稔 氏

No. 発表者 所属 演題（副題） 頁

1 杉山 ジョイ 株式会社ヤマシタ
地域的特性を踏まえた屋外手すりレンタルによる外出支援

（120 件の事例からの検証）
14

2 河野 純一朗 横尾器械株式会社
余命宣告を受け、自宅療養生活を支援するために適切な福祉用具

の導入
14

3 藤定 力也 株式会社ウィードメディカル 軸椎歯突起骨折による入院、退院後の福祉用具による支援 14

4 安井 康平 株式会社トップコーポレーション
利用者の想いと相談員としての取り組み ～ゆとりある生活の実

現にむけて～
15

5 木下 寛崇 四国医療サービス株式会社 外出を実現する福祉用具を活用した住環境整備 15

6 川畑 理貴 フランスベッド株式会社 新たな機能を有した福祉用具の導入事例 15

7 濱洲 龍也 株式会社カクイックスウィング

眼鏡式通信機器・ＡＲスマートグラスを利用した熟練者による遠

隔支援（経験不足を補い、より良いアセスメントに繋げるための

試み）
15

8
辻井 泉穂

松井 渚々子
株式会社ライフ・テクノサービス 移乗や体位変換期時の負担軽減についての福祉用具導入事例 16

※当日の発表順は全てのテーマにおいて現在調整中です。



１．基本属性に
ついて

男性
（人）

女性
（人）

その他
（人）

総計
（人）

構成比

30歳未
満

53 17 0 70 18.9%

30歳代 94 10 1 105 28.4%

40歳代 119 18 0 137 37.0%

50歳代 33 11 1 45 12.2%

60歳代 4 4 0 8 2.2%

70歳以
上

3 1 1 5 1.4%

総計 306 61 3 370
100.0
%

構成比 82.7% 16.5% 0.8% 100.0%

53

94

119

33

4

3

17

10

18

11

4

1

0 20 40 60 80 100 120 140

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男性（人） 女性（人）

２．全体の感想をお願いします

人数 構成比

とても良かった 142 38.4%

良かった 193 52.2%

どちらともいえない 28 7.6%

あまり良くなかった 3 0.8%

良くなかった 0 0.0%

無回答 4 1.1%

総計 370 100.0%

38%

52%

8%

1%
0% 1%

とても良かった

良かった

どちらともいえな

い

あまり良くなかっ

た

良くなかった

３．今大会の発表は、参考になった点はありま
したか？

人数 構成比

あった 340 91.9%

なかった 8 2.2%

無回答 22 5.9%

総計 370 100.0%
92%

2%

6%

あった

なかった

無回答



４．来年の研究大会の参加について

人数 構成比

参加したい 91 24.6%

時間があれば参加したい 157 42.4%

他の社員も参加させたい 37 10.0%

どちらともいえない 51 13.8%

参加の予定はない 30 8.1%

無回答 4 1.1%

総計 370 100.0%

25%

42%

10%

14%

8%

1% 参加したい

時間があれば参加

したい

他の社員も参加さ

せたい

どちらともいえな

い

参加の予定はない

５．Web併用型の開催方法について

人数 構成比

大変良い 228 61.6%

良い 129 34.9%

あまり良くない 4 1.1%

よくない 0 0.0%

無回答 9 2.4%

総計 370 100.0%

62%

35%

1%
0% 2%

大変良い

良い

あまり良くない

よくない

無回答

６．次回以降もWeb併用型の開催をしてほしいと思
いますか？

人数 構成比

して欲しい 306 82.7%

どちらでもよい 59 15.9%

現地参加だけでよい 2 0.5%

無回答 3 0.8%

総計 370 100.0% 83%

16%

0%
1%

して欲しい

どちらでもよい

現地参加だけで

よい

無回答



その他ご意見など（自由記述）

回答 件数

参考になってよかった 17

発表時間が短い 5

オンライン併用開催が良かった 6

スケジュールが窮屈だった 4

アーカイブ配信を利用する 3

当日案内や資料送付を早くしてほしい 2

質問時間が短い 2

メーカー展示が良かった 2

現地の誘導がよかった 2

手持ちマイクとの距離による音量が大小があった 1

WEB上での途中入室時、どの演目なのかがわからない 1

現地参加者にも視聴用URLを送ってほしい（AM現地、PMオンライン） 1

その他 11

総計 57

※自由記述をカテゴリ化して集計。お礼等の記述は含めない。

次回開催に向けての検討事項

・発表時間

・質問時間

・発表テーマ間の移動時間

・マイクの種類（ハンドマイクorピンマイク）

・WEB上の講演中の演目表示

・抄録集、案内の発送時期

・現地参加者への視聴用URLの送付
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2022-4月地域ケアリング「在宅での検証～研究大会を経験して～①



2022-4月地域ケアリング「在宅での検証～研究大会を経験して～②



2022-4月地域ケアリング「在宅での検証～研究大会を経験して～③



2022-4月地域ケアリング「在宅での検証～研究大会を経験して～④



2022-4月地域ケアリング「在宅での検証～研究大会を経験して～⑤



2022-4月地域ケアリング「在宅での検証～研究大会を経験して～⑥



シルバー産業新聞_2022年（令和4年）3月10日_8面



シルバー産業新聞_2022年（令和4年）6月10日_7面 (1)



シルバー新報_2022年（令和4年）6月10日 7面







第3回福祉用具専門相談員研究大会 大会組織

第3回福祉用具専門相談員研究大会 実行委員会

大会長

副大会長

大会顧問

岩元 文雄 （全国福祉用具専門相談員協会）

小野木 孝二（日本福祉用具供給協会）

幸田 正孝 （元 厚生省事務次官）

山内 繁 （元国立障害者リハビリテーションセンター研究所長）

実行委員会 委員長 山下 和洋 （株式会社ヤマシタ）

倫理委員会 委員長 白澤 政和 （国際医療福祉大学大学院）

査読委員会 委員長 東畠 弘子 （国際医療福祉大学大学院）

実行委員会 委員 千葉 博 （株式会社サカイ・ヘルスケア－）

古沢 林太郎（株式会社トーカイ）

肥後 一也 （株式会社カクイックスウィング）

玉利 健一郎（株式会社カクイックスウィング）

伊藤 広成 （日本福祉用具供給協会）

淡路 陽子 （日本福祉用具供給協会）

中村 一男 （全国福祉用具専門相談員協会）

福島 伴彦 （全国福祉用具専門相談員協会）

柳田 磨利子（全国福祉用具専門相談員協会）

池本 和樹 （全国福祉用具専門相談員協会）

運営協力 小林 毅 （日本医療科学大学）

顧問 酒井 博人 （綜合メディカル株式会社）



次回告知

2023年6月22日（木）開催

会 場

ＫＦＣホール
（国際ファッションセンター）

東京都墨田区横網一丁目6 番1 号

https://www.tokyo-kfc.co.jp/

第4回

福祉用具専門相談員研究大会
持続可能な介護保険制度に向けた福祉用具サービスの役割

～福祉用具サービスにおける科学的な介護の実践～

大会長

小野木 孝二
一般社団法人日本福祉用具供給協会理事長




